
平成 30 年度 公益活動げんき応援事業助成団体一覧 

＜げんき応援コース＞  助成件数：２６件 

       交付実績合計額：2,444 千円 

No 申請団体 申請事業名 事業概要 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

1 
NPO 法人 

たんぽぽ会 

子ども食堂

たんぽぽ 

地域の子どもたちとその保護者及び高齢者を始めと

した地域の方々を対象に、月に１、２回子ども食堂

を開催し、その中で学習支援や遊びの場を提供する

ことで子どもたちとの交流の場を作る。また、保護

者や地域の方々の協力を得て、子どもたちの成長を

地域で支えるネットワークづくりを目指す。 

190 千円 100千円 

2 
NPO 法人 

アフォール 

にしいこう

子どもひろ

ば 継続運

営と「みんな

で考え対話

するプログ

ラム」の開発

事業 

共働き世帯やひとり親世帯等の、小・中学生とその

保護者を対象に、自炊して食べる力を身につける週

末ランチや学習、集団遊び、体験イベントを実施す

るにしいこう子どもひろばを開催する。家庭と学校

以外の子どもの居場所作りにより、子どもが継続的

に参加できるみんなで考え対話するプログラムの継

続実施を目指す。事業実施により、子育て家庭の孤

立化防止や貧困世帯のニーズ把握を可能にする。 

107 千円 100千円 

3 ＰＣＮ北千住 

足立区の子

どもたちへ

のプログラ

ミング教育

推進事業 

プログラミング教育において、収入の格差による学

びの格差があるなかで、無償プログラミング教室を

開催することにより、子どもたちへのプログラミン

グ教育を推進し、問題解決能力やスキルを身につけ

ることができる。また、今回の取り組みを足立区教

育委員会と共有し、足立区のプログラミング教育推

進に協力する。 

120 千円 100千円 

4 
足立 

活き活き会 

地域のちか

らで見守り

と 町 お こ

し！ 

乳幼児から大人まで多世代の人たちを対象に、行燈

まつりに近隣幼稚園児の絵の展覧活動、親子食堂や

スポーツ吹き矢、餅つき等のイベントを実施する。

高齢者が参加する地域の交流の場を創設することに

よって、「自分に何かできるか」を考える契機とな

り地域に関わる人が増え、希薄となっている地域の

絆を深めることを目指す。 

130 千円 100千円 

5 
あだち 

ママカフェ 

親子のふれ

あいと、ママ

がつながる

会やイベン

ト事業 

親子とふれあいながら同じ育児中の家庭と繋がれる

場を求めている孤立しがちな母親が、地域の母親同

士やお店の方と繋がれるような場として、お茶会や

ランチ会、イベントを開催する。開催により、母親

がリフレッシュでき、有益な育児情報も得られる等、

孤立育児の軽減となる。 

345 千円 100千円 

 

 



No 申請団体 申請事業名 事業概要 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

6 

NPO 法人 

LILA 子ども

の学びを支援

する会（リエ

ゾン・アダチ） 

リエゾン・ビ

ーンストー

ク・キッズク

ラブ 

学び・体験の機会が乏しい生活保護・児童扶養手当

受給世帯で就労年収２５０万円以下の家庭の小学１

年生から６年生を対象に、夏休み期間に食を介した

子どもの居場所を作り、自己肯定感を向上させ、学

習への関心を高める。また、区内在住の大学生をボ

ランティア・インストラクターとして登用し、地域

課題解決への関心を高め、課題解決に向けて行動す

る人材を育成する。 

187 千円 100千円 

7 
ライジングス

ター 

いつでも自

由研究 製

作所 

新田の新しい町ハートアイランドにおける子ども達

の居場所つくりや、希薄な人間関係等を解決するた

め、「自由研究 製作所」やハロウィンスタンプラリ

ー等を開催する。母親と子ども達、町会や地域のシ

ニア世代が交流する事業の実施により地域分断化が

解決され、多世代が豊かな時間を共有することがで

きる。 

180 千円 100千円 

8 
アトリエ 

ほ・ほっと 

高齢者の終

活課題解決

支援事業 

足立区は高齢者の一人暮らしが増加しており、人生

の終末期の不安な問題を気軽に相談したり個別に解

決できる場と信頼できる専門家につなぐ支援活動が

必要である。終活セミナーを開催することにより高

齢者の先行きの不安が解消でき、セミナー参加をき

っかけに仲間ができることで、地域でのコミュニケ

ーションも活発になる。 

140 千円 100千円 

9 
梅島キッズサ

ポート 

梅島キッズ

夏祭り及び

交流会の開

催 

地域の大人が関わりながら子供たちが育っていく

「地域コミュニティでの子育て」を実現するため、

夏祭りを開催する。子育てを終えた地域の大人にも

積極的に参加してもらうことにより、地域で遊ぶ子

ども・保護者と地域を見守る大人たちの関わりが増

え、地域ネットワークが構築される。子供たちも地

域活動に意義を感じ、将来地元に貢献する大人とな

る。 

372 千円 100千円 

10 
いちかポケッ

トの会 

こども食堂

「いちか」月

２回開催へ

の参加児童

の拡大事業 

子供の孤立、食の偏りが注目されているが、鹿浜地

区はこども食堂の空白地域である。月２回こども食

堂を開催することにより、子どもと地域のステーク

ホルダーとの繋がりを作り、地域の大人と子どもの

コミュニケーションの強化を図る。子供の孤立、食

の偏りが懸念される夏休み期間は、特に重点をおく。 

195 千円 100千円 



 

No 申請団体 申請事業名 事業概要 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

11 

みんなの村☆

わくわくサロ

ン実行委員会 

みんなの村

☆わくわく

サロン「クリ

エイティ部

（幼児）」 

核家族化によって、母親と子どもが社会から孤立し、

子育てが母親一人の負担になっている。「地域のみ

んなで子育てを協力し合おう！楽しもう！」のコン

セプトのもと、地域の方や同じ子育て中の親子と交

流できる「工作教室やロボットプログラミング体験」

を開催する。親子が楽しい時間を過ごすことにより

親の心身の負担を軽減し、親同士の繋がりの輪を広

げ子育てを楽しく豊かなものにする。さらに、子ど

も主体の工作活動で発想力を養う。 

115 千円 100千円 

12 

ＮＰＯ東綾瀬

公園わんわん

サポーター 

わんわんパ

トロール及

びわんフェ

スでのＰＲ

事業 

都立東綾瀬公園には、外国人の飼い主や犬の飼育初

心者から躾訓練や情報共有の要望が多く寄せられて

いる。また、未登録犬や未予防接種、糞の放置など

マナー違反やモラルに問題のある飼い主が多く、植

栽活動をする方とのトラブルも少なくない。事業実

施により、飼い主のマナーやモラル及び犬の社会性

が向上し、公園の秩序が保たれる。また、飼い主同

士の交流が促進され、住民交流にも繋がる。 

105 千円 100千円 

13 

足立区パーキ

ンソン病友の

会 

楽々バスハ

イク 

高齢者や障がい者など介助が必要な人々には、「人

に迷惑をかけたくない」等の理由により、外出を嫌

がる人も少なくない。介助が必要な人と介助者や支

援者が一緒にバスハイキングに参加することで交流

を深め、相互理解につなげる。また、介助が必要な

方の精神的肉体的健康の向上を目指す。 

280 千円 100千円 

14 
コミュニティ

英語教育ラボ 

英 語 で 遊

ぶ・学ぶ子供

英会話 

英会話力の有無が進学や就職等に影響するため、子

供を０歳から英会話教室に通わせる家庭が増えてい

る。また、家庭の経済格差が生徒の英語学力の差に

なっている側面もある。英語で遊ぶ・学べる子供の

居場所を低価格で提供し、英語に興味を持たせ、英

語学習に前向きに取り組むよう促すことにより、経

済的な理由で高度な英語教育を受けられない子供を

減らし、貧困の連鎖を断つことを目指す。 

140 千円 53 千円 

15 

しかはま自然

観察会のらえ

もん 

冬の価値に

気づく、探す 

子どもたちとその保護者は、冬に対して、「寒い」

「何もない」等、負のイメージを抱えており、冬に

室内で過ごす時間が多くなっている。スキー体験及

び里山体験により、冬の寒さを工夫しながら積極的

に利用し、明るいイメージで楽しんでいこうとする

行動力を培っていくきっかけとなることを目指す。 

583 千円 100千円 

 



 

No 申請団体 申請事業名 事業概要 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

16 

健康プラチナ

コミュニティ 

「誰かに話

したくなる

健康講座」定

期開催事業 

健康意識の高い高齢者は地域活動に積極的に参加

し、いきいきとしているが、そうでない高齢者は閉

じこもりがちで心身の健康に悪影響を及ぼしやす

い。健康講座を開催し、正しい知識を知ることによ

り、健康について考えるきっかけとなる。また、受

講者が家族等に伝え続けることにより、地域の健康

啓発や活気ある地域作りに貢献することができる。 

191 千円 100千円 

17 

高齢者によ

る手作り雑

貨の展示販

売 

高齢者の所得格差・社会的孤立・心の健康維持とい

う課題に対し、商店街の空き店舗を利用して、高齢

者の交流や生きがい作りを行う。手作り雑貨の展示

販売により高齢者の収入源の確保、販売作品を作る

喜びなどの作業を実施する。うつや認知症予防対策、

人や地域社会と交流することにより、孤立解消を図

るとともに地域の連帯、活性化にもつなげていく。 

131 千円 100千円 

18 

一般社団法人

ねっとワーキ

ング 

障がいのあ

る子ども向

けの「お小遣

いゲーム」構

築と普及 

お金の使い方は大切な生活スキルだが、知的・発達

障がいのある子は、自然に学ぶことにハンディがあ

り、正しくお金を使うことに課題が多い。将来の金

銭管理の基礎を養い安全な社会生活を送れるように

なるための一助として、「発達に課題のある子向け

のお小遣いゲーム」を構築・普及していくことによ

り、金銭管理の基盤等を創ることができる。また、

同じ境遇の親同士が出会う場の創出にもなる。 

142 千円 100千円 

19 
青井駅前緑化

ボランティア 

Ａ・Ｋ・Ｂグ

リーン大作

戦（青井駅近

辺美化運動） 

青井地区に公園は点在するも緑が少なく、人情希薄

を感じている。青井駅から始まる公園までの緑のロ

ードの実現に向けた美化運動を実施することによ

り、地域住民の関心を高め、心をなごませる地域の

美化に貢献することができる。また、活動により地

域の仲間作りと人情希薄という地域課題の解決にも

繋がる。 

110 千円 100千円 

20 
ニャンコＴＮ

Ｒの会 

地域ネコ活

動支援事業

（ノラ猫保

護器の無料

レンタル事

業） 

足立区内はノラ猫が非常に多く、糞尿等による地域

環境の悪化や住民間のトラブルが生じている。保護

器を購入し、動物愛護精神の高い区民に無償で貸し

出しすることで、ノラ猫の保護件数および不妊去勢

手術件数の増加を図り、住民間のトラブル軽減およ

び地域環境を改善する。 

100 千円 100千円 

 



 

No 申請団体 申請事業名 事業概要 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

21 

子 ど も 食堂 

ポッポたつの

子 

子ども食堂

の運営 

地域には児童の孤食や欠食、学習指導の不足などの

解決、改善すべき状況がある。学校と協力して子ど

も食堂を開催することにより、地域の大人が子ども

をやさしく見守る環境をつくり、子どもの貧困の状

況を見えるものにする。 

139 千円 73 千円 

22 Ｙ－ベース 

みんなで作

るＹ－ベー

ス 

地域には、住区センター以外に柔軟に子連れで集え

る場所が少なく、自然体験・工作等を学べる機会も

少ない。空き一軒家をリノベーションし、田舎の家

に帰ってきたような雰囲気で地域親子が交流できる

場所を住民で作り上げていくことで、交流が生まれ、

地域コミュニティへの関心も高まり、地域の活性化

につながる。 

159 千円 100千円 

23 

足立区竹ノ塚

マ マ と ベビ

ー・キッズの

コミュニティ

Koen 

コミュニテ

ィ koen おや

こ園 

乳幼児期の母親がつながりを持てる場が少なく、孤

立した子育てをしていたり、親子で安全に外出して

楽しめる場が少ない。親子が共に育ち合える場を提

供することで、子育ての価値観が近い仲間と出会う

ことができ、孤立した子育て環境を解消することが

できる。 

159 千円 100千円 

24 
梅島キッズサ

ポート 

「こどもが

創る未来の

まち～みら

まち～」の開

催 

地域には、まちの活力の低下、低学歴化・貧困の連

鎖、軽犯罪予防の抑止力の低下という課題がある。

子どもたちを対象に「自分で考え、行動し、問題を

解決する」体験ができる「みらまち」を開催するこ

とにより、子ども達の主体性が芽生え、地域の大人

とのつながりや社会や経済への関心も生まれる。ま

た、今住んでいる足立区に興味を持ち、自分たちが

街にできることについて考える意識が育まれる。 

190 千円 100千円 

25 EAST あだち 

足立区の東

っかわを中

心とした子

どもが自然

と集まる基

地的な学び

＆遊び場 

足立区の東側には、ギャラクシティのような子供向

けの学べて遊べる施設がない。また、学習意欲や地

域の子育て力が低下している。施設の代わりになる

イベント開催や学習支援をすることにより、子ども

が安心して過ごせる場所ができ、学習意欲も高まる。

また、子どもを通じて大人同士が顔見知りになるこ

とで、地域の防犯力が上がる。 

177 千円 18 千円 

26 
あだちママカ

フェ 

子供のプロ

グラミング

体験事業 

プログラミング教育必修化にむけて、ママのお茶会

の中で、子供にプログラミング体験をさせたい母親

の要望が多くあった。幼児期からプログラミング体

験ができる場を提供し、物事の手順や解決方法を論

理的に考えていく力をつけるきっかけを作る。 

200 千円 100千円 



＜ステップアップコース＞  助成件数：４件 

                                     交付実績合計額：1,989 千円 

No 申請団体 申請事業名 事業内容 
事業費 

総額 

助成金 

交付額 

1 
社会福祉法人 

からしだね 

子ども食堂

「じぃじハ

ウス・ばぁば

キッチン」 

地域の民生・児童委員と連携して貧困やニーズのあ

る子どもと家族を発掘し、貧困の悪循環を断ち切る。

保護者の就労等の事情により孤食になる子どもやニ

ーズのある幼児、小・中学生とその家族を対象に、

居場所づくりと食事の提供を行う。また、家庭環境

により学校の授業に困難を抱える子どもへの学習指

導も行う。 

1,046 千円 600 千円 

2 

NPO 法人 

グランファミ

リア 

地域創生プ

ラットフォ

ームカフェ

環 境 整 備

（Ohanaダイ

ニング） 

乳幼児を抱えた家庭、高齢者、障がい者、外国から

の移住者等、孤立化しやすい人たちにとってのつな

がる場所づくりをするため、「食べる場」の提供に

より交流が醸成され、困った時に頼れる場づくりを

目的とする。また、Ohana ダイニングが入る施設は

耐震性に優れているため、災害時の支え合いの場と

して整備することも目指す。 

871 千円 600 千円 

3 

NPO 法人 

若者就職支援

協会 

自律支援型

子ども居場

所事業 

人間関係性や経験、経済的貧困により、生きづらさ

を抱えた中高生とその保護者を対象に、無料相談、

中高生の基礎学力部分の補講や資格取得支援、地域

の商店街や工場見学、農業体験等の職関連と子ども

食堂と料理教室開催の食関連の事業を行うことによ

り、こどもの自己肯定感の向上、逆境を乗り越える

力を育む。 

1,088 千円 465 千円 

4 

NPO 法人 

LILA 子ども

の学びを支援

する会（リエ

ゾン・アダチ） 

リエゾン・キ

ッズプロジ

ェクト 2018 

2030 年の社

会のために

学ぼう！や

っ て み よ

う！ 

子どもたちの自ら学ぶ姿勢と自己肯定感の低下、コ

ミュニティ意識の欠如といった課題に加え、貧困や

ひとり親という発達のリスクを背負った子どもたち

の学び・体験機会が乏しいという課題がある。子ど

もシンポジウム、子ども食堂、スイミングレッスン

を実施することにより、コミュニティ意識が芽生え、

地域課題解決に向けて活動する若者を育む。また、

貧困の連鎖のリスクが減少する効果が見込める。 

441 千円 324 千円 

 


